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環境・経済・社会の現状と課題認識【第1部第1章】

１．直面する環境の危機 ２．経済・社会面の振り返り

一人当たり名目賃金の伸びの推移

出所：OECD Statistics

出所：Copernicus Climate Change Service「Copernicus: September 2023 –
unprecedented temperature anomalies; 2023 on track to be the warmest 
year on record」（2023年10月5日）、C3S/ECMWF、Climate Reanalyzer「Daily 
Surface Air Temperature」

世界の日平均気温の推移 人口分布の変化

出所：1888年（明治21年）は総務省「日本長期統計要覧」に収録されて都道府県別の「国勢調
査」人口を参照。
2020年（令和2年）までの人口は総務省「国勢調査」を参照。

出所：OECD Statistics

炭素生産性の推移
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① 地球が「3つの危機」に直面
気候変動：2023年世界や日本の年平均気温が観測史上最高（「地球
沸騰化」の時代）

• 世界の年平均気温は、産業革命以前より1.45℃上昇
生物多様性の損失：第6の大量絶滅時代（人間活動に起因、過去の大
絶滅より絶滅速度が速い）
汚染：世界の排水の80％は未処理のまま放出

② 人類の活動が地球の環境収容力を超過
地球の環境収容力（プラネタリー・バウンダリー）を超えつつある

③ 我が国は環境先進国に向けて正念場
世界トップレベルであった炭素生産性が、トップから大きく乖離。

① 人口減少と東京一極集中
総人口は5年間で200万人減少。出生数も史上最低（75.9万人、2023年）

総人口に占める東京圏の割合が、11.3％（1888年）から25.7％（1990年）に大
幅に増加し、更にここ30年でも29.3％（2023年）に増加

② 経済の長期停滞
一人当たりGDPの国際順位が2位（2000年）から30位（2022年）に低下
一人当たり名目賃金の伸びは1991年以降、低水準で推移

③ 「合成の誤謬」（企業の行動がマクロ経済には負の影響）の発生等
企業貯蓄は増加傾向だが、企業収益改善のための設備投資や人件費は削減。これが
経済の長期停滞の一因の可能性。
無形資産投資のうち、イノベーションに大きく関係すると考えられる人的資本投資やマー
ケティング等の「経済的競争能力」の割合が小さく、GDP比も先進国で最も低い水準。




